小学校　第３学年
Ⅰ　「感謝の心」　を育成する学習構想
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Ⅱ　実践例　　　　　　　

１　単元名　　　　　　　　　「農家のしごと」　　　

２　単元設定の理由

前単元「わたしの町　みんなの町」では、「田や畑がある場所」を調べまとめる活動により、地元の農業について関
心を高めることができた。また、総合的な学習の時間の「地域の野菜を育てよう」においては学校畑で実際にトマトや
ジャガイモを育てており、野菜を育てる苦労や喜びを味わうことができた。さらに、学び方においても、学習課題作り
や資料集め、分析やまとめ・発表という流れをひととおり経験し、解決の方法を理解し始めている。

本単元では、地域の「農家のしごと」の実際について観察・調査・表現することを通して、仕事の特色や他地域との
関わり、仕事に携わる人々の工夫を具体的に考えていく。さらに、農家が行っている自然条件・社会条件を生かした生
産に関する仕事が、日々の自分たちの生活を支えていることを理解させることができる。

本地域は、特産物として「南郷トマト」が特に有名であり、児童にとっても身近な農作物であるとともに、前単元で
も「南郷トマト」の農家の方にインタビューするなど関心が高まっていることから、「トマト農家」について取り上げ
ていくことは効果的であると考える。

指導にあたっては、特に体験活動を通した課題解決を重視したい。学習に協力をしてくれる学校近隣のトマト農家を
活用し、見学やインタビューをはじめとした体験活動を通して、働く人々の様子を具体的に観察・調査できるようにす

る。

本時は、見学やインタビューをすることによってさらに出てきた疑問（学習課題）について調べ、「南郷トマト」作り

のために、農家の人々が工夫や努力を重ねていることに気付かせる授業である。この学習を通して食材に関わる人々の
思いや願いを知り、身のまわりの食材を大切にし、感謝して食べるという態度も養いたい。
３　指導計画

	つかむ
	○南郷トマト畑の見学を通して、これからの学習課題を確かめる。　　　　　　　　　　　　・・・２時間

	
	○農家の人へのインタビューをとおして、南郷トマトづくりの一連の流れや内容を知る。　　・・・１時間

	調べる
	○見学やインタビューなどの活動から設定した学習課題を調べ、「南郷トマト」作りのために農家の人々が工夫や努力を重ねていることに気づく。（本時２／２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・・・２時間　

	
	○これまでの学習で調べたことを「とくダネ」としてまとめ、わかりやすく伝える。　　　　・・・２時間　

	まとめ
	○南郷トマトの収穫の喜びを感じ取るとともに、南郷トマトの行き先を調べることで、他地域とのつながりがわかる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・１時間

	
	○南郷トマトづくりのさまざまな工夫や努力をわかりやすくＰＲポスターにまとめる。　　　・・・２時間


４　本時のねらい

見学やインタビューなどの活動から設定した学習課題を調べ、「南郷トマト」作りのために、農家の人々が工夫や努力
を重ねていることを理解する。

○　調べた内容を、工夫して学習カードにまとめることができる。

○　農家の人々の工夫や努力を理解し、手紙を書くことができる。

５　展開

	段階
	学習活動・内容
	時間形態
	指導上の留意点　　※評価
	資料

	導

入


	１　前時に立てた学習課題を振り返る。
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２　学習課題を把握する。


	５

分

一

斉


	○　学習課題とそれに対する予想を一覧表にすることにより、学習の動機付けを図る。
	

	展

開
	３　南郷トマトづくりの工夫や努力について、ゲストティーチャーにインタビューする。

《予想されるインタビュー》

・収穫時期の午後の仕事は何か。

　　→トマトを育てる工夫

・水まき以外にどんな機械を使っているか。

　　→機械を使う工夫

・食べる人のためにどんなことに気を付けているか。

　　　→虫・病気予防の工夫

４　調べてわかったことをワークシートに書き、全体でまとめる。

・収穫時にも、水やりや追肥など苗を育てるために努力している。

・水やりは機械で行うが、天候や状態を考え気を遣った。
◎新鮮で安全なおいしい南郷トマトは、農家の人々の工夫と努力でできている。

・消毒の薬を使いすぎないように安全に気を付けている。
	15

分個別
　　　

10

分

一斉
	○　トマト農家の方に、直接インタビューできるようにしておく。

○　あらかじめ教師側で児童の学習課題を予想し、農家の方に資料や実物も用意してもらうようにする。

○　見学で撮ってきた写真やもらった写真も活用させ、現場を思い出しながら話を聞くことができるようにする。

○　自分たちの予想と比べながら話を聞かせ、農家の人々の様々な工夫や努力に気付かせる。

○　簡単なメモを取りながら話を聞かせ、後でていねいにワークシートにまとめるよう指示する。

○　自分が立てた学習課題以外でも、興味を持った課題はワークシートに書き込ませる。

○　自分の予想と照らし合わせて、わかったことについてまとめさせ、学習を自分のものにさせる。

○　全体でまとめたことを確認し、大事な点（工夫や努力）については補足したり強調したりする。
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※学習課題を追究する通しを持って調べ、工夫してワークシートにまとめることができたか。


	（例）

トマトの苗、

農薬、

機械の写真等

見学の写真や資料



	終
末
	５　南郷トマト作りの工夫を知り、感じたことや考えたことを手紙にしてまとめる。

〈キーワード〉

『新鮮』『安心』『おいしい』

『工夫や努力』

６　次時の学習内容を確認する。
	15

分

個

別
	○　トマト農家の方に手紙を書かせることにより、自分が感じたことや考えたことを明らかにさせる。

○　具体的な内容の手紙になるようキーワードを提示し、それを使って書くようにさせる。
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○　何人かの手紙を代表で発表させるとともに、全員の手紙を感謝の気持ちを込めてトマト農家の方に渡すようにする。
	ﾜｰｸｼｰﾄ


６　評価規準（「農家のしごと」小単元の評価規準）

・生産に携わる人々の実際に関心を持ち、自ら働きかけて意欲的に調べようとする。　　　　　　 （関心・意欲・態度）

・生産に携わる人々は、自然条件・社会条件を生かして生産の工夫をしていることを考えることができる。（思考・判断）

・見学やインタビューをはじめとした体験活動を通して、働く人々の様子を具体的に観察・調査し、見学メモやカードにわ
かりやすく表現することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （技能・表現）

・生産に関わる仕事には、それぞれの特色があり、携わる人々は、生産の工夫や努力を続けていることがわかる。
（知識・理解）

７　板書計画
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８　学習プリント等

（１）ワークシート

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

社会科「農家のしごと」ワークシート　　　　　　　　　　　　　　　　　３年　名前（　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

めあて　　南郷トマト作りにおける農家の人々の工夫や努力を調べよう。
　　

調べたいこと

よそう

わかったこと

かんそう

１

２

３

《学習のかんそう》
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（２）ＪＡ南郷トマト選果場見学用資料
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９　　事前・事後の活動の様子

（1） 事前の活動…トマト農家見学の様子

　　ビニールハウスの中を見せてもらう。トマトの苗や実を観察させてもらった。

　　そのあと、農家の人に、簡単に一年の仕事の流れについて話をしてもらった。


（2） 事後の活動…トマト選果場見学・「大いちょうタイム発表会」での発表の様子

　　　総合的な学習の時間と関連させ、トマト選果場を見学した。

　　　また、学校祭「大いちょうタイム発表会」で「農家のしごとクイズ」や「トマト選果場劇場」を発表した。


	〔農家のしごとクイズ〕　その１

・収穫した南郷トマトは、何時までに選果場に届けられるでしょうか？

1 午前　８時まで

2 午後　９時まで

3 午前　１０時まで

どれでしょう？？


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一人一人クイズを作り、学校祭でお客さんに解いてもらった。
選果場見学の様子

１　題材名　　　　　　｢給食を支えている人々の願いをさぐろう｣
（キ）食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成
２　題材設定の理由

学校給食は、毎日繰り返し行われている教育活動であり、実施にあたってはたくさんの人々が関わっている。児童へのアンケート調査によると、給食ができるまでにお世話になっている人について、学校内では、①調理員、②栄養士、学校外では、①地域の野菜を作ってくれている人、②牛乳を運んでくれる人、③お店の人の順であった。目の前に用意された給食から食に関わる人々に感謝し、物を大切にする心を培うことは大切である。

児童は、給食をとても楽しみにしていて残菜はほとんどない。しかし、中には好きなものはたくさん食べようとするが、苦手な野菜などの料理はなかなか箸が進まないなどの行動がみられる児童もいる。　
本時では、調査結果から学校の中では調理員さん、学校の外では野菜生産者をゲストティーチャーに招き、それぞれ、日頃努力していることや願いなどのお話をいただくことで、子どもたちが自分たちのために働いてくれていることを知
り、感謝して食事をとる心を育てたいと考え、本単元を設定した。

３　指導計画

	事前指導
	給 食 時　　　　給食を楽しく食べるように雰囲気作りをする。
事前調査　　　　給食でお世話になっている人について調査する。

	本　　時
	学級活動　　　「給食のために努力してくれている人々の願いをさぐろう。」

	事後指導
	ワークシートを家庭に持ち帰り、学習のことを保護者に伝え感想を書いてもらう。
給 食 時　　　　給食を食べる時に、残さないで食べるようにする。

	他教科等との関連
	※「感謝の心」を育成する学習構想による。


４　本時のねらい

　　学校給食に関わる人々の思いを知ることにより、感謝の心を持って食事をしようとする意欲を高める。

　　○　調理員や生産者の思いを知り、学校や家庭の食事でがんばりたいことや気付いたことを発表することができる。

　　○　手紙を書くことを通して感謝の心を持って、食事をしようとする意欲を持つことができる。
５　展開

	段階
	学習活動・内容
	時間
形態
	○教師のはたらきかけ　　　※評価
	資料

	
	
	
	Ｔ１担任
	Ｔ２栄養士・ＧＴ
	

	導

入


	１　本時のめあてを知る。

（１）給食ができるまでにどんな人が関わっているか考える。

　　・調理員さん

・農家の人

・お店の人　・栄養士
（２）本時のめあてをとらえる。

	５

分

一

斉

	○　本日の給食の食材から
関わっている人々につ
いて考えさせ、学習内容
に対する興味を高める。

○　給食ができるまでにど
んなことで関わってくださっているのか具体的に
発表させ、本時のめあて
をとらえやすくする。
	○　本時では、調理員さんと、生産者の願いを考えることを確認する。　

	本日の
給食の
写真



	展

開

	２　給食に関わる人の思いや願いを知る。

（１）生産者と調理員の仕事について確認する。

（２）生産者と調理員の仕事の大変なところを予想する。

生産者・暑いときや寒いときは大変そう

　　　・野菜作りは草取りや虫よけが大変

　　　・雨が降らないと困る

調理員・衛生に気をつけて作業すること

　　　・時間内に調理すること
（３）ゲストティーチャーから仕事に対する思いや願いを聞く。
・苦労して作った野菜や給食を残さないで食べてほしい
・たくさん食べてほしい
・元気に勉強してほしい

・元気に運動もしてほしい
（４）聞いたことについて、感想を発表する。

３　給食での食事をする時に気をつけたいことやがんばりたいことを発表する。
　
　・残さないで食べる

　・あいさつをしっかりする
・しっかり食べて一生けんめい勉強する
	５
分
一

斉

１０分

一
斉
１５分

一

斉

	○　仕事の様子からその人
の大変だと思うところを
発表させる。

○　自分達が学校の畑で野
菜を作った時に大変だっ
たことなどを思い出させ

ゲストティーチャーからの話へつなげる。

○　仕事に対する思いや願
いについて、わかりやす
く話をしてもらう。
○　ゲストティーチャーには、時間を確認してお話していただく。
○　２人の願いを知り、ま
とめることができるよう
に支援する。


	○　社会科で学習した農家のしごとを想起させたり、あ
る日の調理員さんの１日の様子を映像で見せたりして仕事の様子を確認する。
○　お二人の思いを簡単に板書し、視
覚的にも確認できるようにしておく。

○　児童が発表したことを称賛し、給
食や家庭での食事をしっかり食べることや、元気に生
活することが関わっている人々の喜びであることを伝える。
	社会科既習資料
パワーポイント資料

ワークシート

	終

末
	４　今日の給食から取り組めることをまとめ、生産者や調理員さんに感謝の手紙を書く。

	１０分

個

人

	○　給食での継続を促し、家庭でも食事を作っている家族の存在に気づかせ、家庭における食事のとり方についても実践できるようにする。


	○　給食の取り組みを励ます。
	手紙のシート


６　評価規準

· 生産者や調理員の仕事の大変さを知り感謝して食事をしようとしている。また、家庭でも食事を作ってくれる人
の存在を認識し、家庭における食事を大切にしようとしている。　　　　　　　　　　　　　（関心・意欲・態度）

○　自分の給食時の食べ方を振り返り、食事を作る人々への感謝の心を伝えたり、願いに応えるための方法について
考えたりすることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　（思考・判断）

· 自分の食事のし方を見直し、手紙により感謝の心を表すとともに、感謝して食事することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    

（技能・表現）

· 食事の大切さがわかり、感謝の心を持つことの大切さを理解している。　　　　　　　　　　　　（知識・理解）

７　資料等
　・社会科トマト栽培暦資料、　　　　・手紙のシート　
・ワークシート       

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　



・調理員の一日のパワーポイント資料　　


８　板書計画



みんなのがんばり                　

（よろこび）
                            

　　　   　　　　　　　　　　　            写真　 写真
              献立

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 




１　テーマ　　　　　　「南郷トマト生産者と一緒に給食を食べよう」
２　ねらい

　南郷トマトは、南会津の特産物である。学区内でも多くのトマト生産農家
があり学校給食でも使用している。３年生は、社会科「農家のしごと」で南
郷トマトについて学習しており、学校全体では生活科や総合学習での栽培活
動も行っている。
本日の給食ではトマト生産農家の方を招き、トマト栽培への思い等を児童
に話をしてもらうことで、児童が地域の産物について関心を深め、感謝の気
持ちを持って毎日の給食を食べることができるようにする。

３　指導過程

	学　　　習　　　活　　　動
	時間

(分)
	指　導　上　の　留　意　点
	資    料

	１　トマトに関するクイズを出す。

· 生まれたのはどこ？
・一番たくさん食べている国は？

２　トマトを育てている馬場さんの話を聞く。

３　食事に感謝し、味わって食べることの大切さを知る。


	２分

２分

１分
	○　｢南郷トマトちゃんのつぶやき｣により、実物を提示しながらクイズを行い、トマトへの興味・関心を持たせる。

○　南郷トマトを育てるための苦労や思いを感じとらせるように配慮する。

○　南郷トマトの良さを知り、味わって食べることができるようにするとともに、感謝する気持ちを持たせる。
	実物

トマトの絵本




４　資料
	　南郷トマトちゃんのつぶやき

ぼくは、南郷トマトの桃太郎。南会津を代表する農作物だよ。

　ぼくが生まれたのは、南アメリカの赤道近くの高い山が多くあるアンデス地方。昼はとても暑いんだけど夜になると涼しくなって、雨が少ない土地なんだ。南会津地域は標高が高いので、アンデスと同じく夏でも夜が涼しくて昼と夜の温度差が大きいんだ。だからおいしくて質のよいトマトができるんだね。

平成１９年には、「南郷トマト」という地域ブランドに指定されたので、農家の人たちは、品質を守るために土の管理や肥料のやり方などを決めて研究しながら、いいものができるようにがんばっているんだよ。

トマトは、世界一たくさん食べられている野菜なんだ。その中でもいちばんトマトを食べている国は、ギリシャで、煮込んでたくさん食べているんだ。日本では、サラダなどにして生で食べることが多いから世界では
３５番目の消費量だよ。

　トマトには、うま味のもとがいっぱい含まれているので、料理をおいしくしてくれるんだ。みんなが大好きなカレーにもトマトをたくさん使っているよ。そのほか、南会津には、トマトラーメンやトマトのソフトクリーム、トマトジュースなどがあっていろいろな料理が工夫されているよ。

　ヨーロッパには、「トマトが赤くなると医者が青くなる」ということわざがあるくらい、ビタミンＣやビタミンＡ、カルシウム、鉄分などが多く含まれているよ。いっぱい食べて元気に勉強や運動ができるようにしようね。


Ⅲ　○成果と◎さらなる充実のために

１　授業等から

　○　社会科の授業では、野菜の栽培や農家の見学、給食の教材化等、実体験にもとづいた授業により児童の理解も深まった。努力や苦労、願いといった人々の気持ちにふれさせることができたことにより、児童に感謝の心が芽生えてきた。
○　学級活動の授業では、生産者と調理員の２人をゲストティーチャーとして招いたことで、学習意欲の喚起につながった。特に生産者は、９月に農家のしごとでお世話になった方ということもあり、児童にとって更に身近な学習になり、今までの感謝の思いを具体的に手紙を書くことで行動として表すことができた。さらに、交流給食でも同じ方を招いて全校生に話をしていただいたことで学習を深めることができた。
　◎　社会科の授業にゲストティーチャーを招く時には、ＶＴＲや原稿作成等の工夫をして、綿密な打合せが必要である。
　◎　児童が決めた行動目標や、感謝の気持ちが長く続くように意図的にふりかえる機会を設ける必要がある。

　◎　感謝の心を高め、育てるためには、学校の教育活動全体を通して、意図的に取り組んでいくことが有効である。
２　その後の児童の様子から　　

　○　ゲストティーチャーの話を直接聞いたことで、栽培活動に今まで以上に熱心に取組む姿や、給食の時間に準備や後
片付けなどを丁寧にする様子等が見られるようになった。

· 調理員と生産者の方に手紙を書いたことで、一人一人があいさつをきちんとすることやきれいに食器を返すことな
どこれから取り組むことが明らかになり、実践化につながっている。
◎　授業の直後は「感謝の心」がかなり高まるが、時間とともに薄れてしまう児童が多い。いろいろな機会をとらえて
継続的に指導していく必要がある。






※　学校の食事で、がんばりたいことや気をつけたいことを発表することができたか。


　　　　　　　　　　　　（　発　表　）　





社会科　「わたしたちのまち　みんなのまち」　　４月　


「農家のしごと」　　　　１０月　　＜事例１＞


学級活動「給食を支えている人々」１１月　　＜事例２＞


総合的な学習の時間「地域の野菜を育てよう」１学期














授業





夏野菜カレー　牛乳　じゃがいものパン粉焼、


ひじきと大豆のサラダ　手作りオレンジゼリー





まとめ　　農家の人々の工夫と努力によって、おいしい南郷トマトが作られている。





























建物の外にある厚いとびらの中には、大きな雪のかたまりです。どんな様子か覗いてみると、


｢うわー、冷た〜〜いね。｣　ひと夏使っても十分な量の雪のかたまりを真夏に見られたことに、みんなびっくりです。


右の写真は、３月に雪室に雪を入れているところ





家庭





室内は４℃。ひんやりした予冷室で冷やされてから、冷凍車に積んで市場に向けて出発します。


　たくさんのトマトが出荷を待っています。








南郷トマトの品質とおいしさのひみつ


予冷庫で必ず冷やしてから出荷します。


冷やすことで、日持ちが良くなり鮮度を保ったまま消費者に届けることができます。


予冷庫の冷気は、なんと大量の雪から


南会津は豪雪地帯、冬に積もった雪を雪室に貯蔵してトマトを冷やしています。


その量は、なんと１０００㎥


［参考］


雪室予冷は、食品の長期保存に最適。環境にもやさしく味も良くなることから、古くから野菜の貯蔵などに利用されていた。





選果場は、延べ床面積４３００㎡


（約１３００坪）もある大きな建物です。


広い敷地に立っています。





感想








南郷トマト栽培の歴史


約４５年前から始まりました。最初は、小規模な栽培からスタートしましたが、生産者やＪＡの努力と研究のおかげで、地域にあった栽培が工夫されていき、南会津を代表する農産物になっています。


　品質安定のための工夫


南郷トマトは、共同選果体制を確立し、品質規格の統一を図り、安定品質、安定出荷をしています。年間約７０万ケースのトマトを京浜地区５社７市場と大阪１市場に出荷し消費者に届けています。環境と自然との営みを大切にした、安全で安心して食べられるトマト作りを実践しています。





事例１　　　　　　社　会　科





ここが南郷トマトの産地です。





感想





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【写真・資料】


調べたいこと�
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わかったこと�
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給食をささえてくれる人々の願いをさぐろう





最後の出口近くでは、スーパー用のパック詰めが、手作業で行われていました。手際がよくてあっという間にパック詰めができあがりました。


農家が出荷したトマトは、生食のほか、トマトジュースに加工する等ですべて商品になります。





めあて　南郷トマト作りにおける農家の人々の工夫や努力を調べよう。





最初に人の手でトマトを格付けしてカップに乗せると、内部品質センサーが付いたカメラで瞬時に色・糖度、酸度を計って選別し別のラインに送られます。すべて機械によって別々に箱詰・梱包されパレットに積み込みます。あっという間に梱包まで終了します。





　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





　　


　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　











　　　　※ Ｎｏ１～Ｎｏ４は資料の提示する順番　　Ｎｏ５～Ｎｏ７は板書の順番


　　　　　　　　　　　　　　　　　





※　手紙を書くことをとおして、感謝の心を持って食事をしようとする意欲を持つことができたか。（　手　紙　）





給食をささえてくれる人々の願いをさぐろう





※　農家の人々の様々な工夫や努力を理解し、手紙を書くことができたか。


　　　　　　　　　　　　　　（ワークシート・手紙）








南郷トマト作りにおける農家の人々の工夫や努力を調べよう。





事例３　　　　　　給　食　の　時　間





選果場の中は、機械がいっぱいあってトマトがすごい速さで流れているよ。











事例２　　　　　　学　級　活　動





地域





給食





食の授業ワークシートでの保護者の意見


食育授業だより「野菜のひみつを見つけたよ」１０月


給食だより「家族への感謝とお手伝いのすすめ」１０月





　　　　　　











学校農園における人材の活用（地域生産者）


学習発表会での食育学習発表


地産地消のネットワーク・協力体制





  





季節の野菜を味わう献立・野菜の収穫の様子の掲示


地場産物の活用・郷土食


交流給食（生産者）


・給食指導「感謝して食べよう」８月　＜事例３＞








※　インタビューした内容を工夫してワークシートにまとめることができたか。


　　　　　　　　　　　　　　（ワークシート、発表）











